
耐火プラADミニシステムは下記条件の範囲に限り適用できます。
順序【１】～【4】に従い適用の可否を判定し、接続する排水器具の種類と数量から立て管と横主管の管径を選定してください。確
認及び選定については、耐火プラADミニシステム適用チェックシート（末尾ページ）をご活用ください。

×

エスロン耐火プラADミニシステムが使用できる条件は①～③
を全て満たす場合に限ります。

※脚部には必ずAD脚部継手をご使用ください。

①10階規模以下の集合住宅、ホテル客室　
ただし、便器と雑排水が流入する立て管系統は
７階規模以下であること。
※立て管への流入は１フロアーあたり最大で台所、洗面、
洗濯、浴槽、便器が各１台以内であること。

※最下階合流システムの場合は、上記条件の規模から
それぞれ1階ずつ低くなります。

　（10階規模以下→9階規模以下、7階規模以下→6階規模以下）

②立て管の途中にはオフセットがないこと。

③サブ横主管のオフセット高さは４ｍ以下であること。

【1】適用条件の確認

【2】立て管への流入器具の確認　（立て管とサブ横主管の管径選定）

 ・ 下表により、立て管への流入器具の種類から、立て管と横主
管の管径を選定してください。
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【3】メイン横主管の管径の選定

下表はメイン横主管の管径と接続可能な住戸数を示します。
立て管系統の種類、および接続する住戸数に応じて、メイン横主管の管径を選定してください。

サブ横主管とは、各排水立て管の脚部継手以降の横引き管であり、複数の
立て管からの横引き管が合流し、1本となる横引き管（メイン横主管）まで
の各横引き管を意味しています。

例：7階規模の配管 立て管への接続器具が
洗面＋洗濯＋浴槽＋台所＋便器の場合
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（立て管への接続器具から決定）

例：10階規模の配管 立て管への接続器具が
洗面＋洗濯＋浴槽の場合

流入住戸
＝9住戸×2本＝18住戸

サブ横主管＝125A
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例：9階規模の配管 立て管への接続器具が
台所の場合

流入住戸
＝8住戸×2本＝16住戸

サブ横主管＝100A
（接続器具から決定）
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パターン 1 2 3 4 5 6

立て管への
流入器具の
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＋
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＋
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＋
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メイン
横主管
の管径

100A 〜 25 ー ー ー ー ー

125A 〜 65 〜 40 〜 90 〜 23 〜 22 〜 14

150A 〜 135 〜 85 〜 215 〜 51 〜 52 〜 33

200A 〜 370 〜 250 〜 675 〜 146 〜 164 〜 105

パターン 1 2 3 4 5 6
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接続器具の種類
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＋
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＋
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＋
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＋
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対応可能な
建物規模

10階規模以下

（　　    　　　　　　）
7 階規模以下

（　　    　　　　　　）
立て管に

接続可能な階層 9 階層以下 6 階層以下

立て管の管径 75A 100A
サブ横主管の管径 100A 以上 125A 以上

建物規模、階層および立て管・サブ横主管の管径パターン

例：最下階住戸排水が別系統の場合
各階から洗面、洗濯、浴槽が１本の立て管に流入する場合は
 ・１０階規模（９階層）まで接続可能。
 ・立て管の管径＝１００A
 ・サブ横主管の管径＝１２５Ａ以上

最下階合流システムの場合：
6 階規模以下

最下階合流システムの場合：
9 階規模以下



便器と他の器具が
横枝１口に合流する
ことはできません。×

※1. 100A2方向は90°方向のタイプのみとなります。
　2. 洗面、洗濯、浴槽のうち、１器具のみが流入する場合は50Ａとなります。

【4】耐火プラＡＤミニ継手の横枝管径の選定

耐火プラＡＤミニ継手の横枝の種類と管径を下表に示します。
横枝１口に流入する器具の種類から横枝管径を選定してください。

●エスロン耐火プラADミニシステムは、集合住宅やホテルの生活排水用システムです。生活排水以外のもの
は流さないでください。
●エスロン耐火プラADミニシステムは重力式排水配管（無圧）で使用温度は６０℃（排水温度）以下でご使用く
ださい。
●継手は耐火プラＡＤミニ継手をご使用ください。他の継手を立て管系統で混在して使用しないでください。
●立て管に流入されない階がある場合（無流入階）も、各階に耐火プラＡＤミニ継手を設置してください。
●脚部にはＡＤ脚部継手をご使用ください。
●最下階住戸の排水は、立て管系統の横主管に合流させず、単独系統でマスまで排水してください。
なお、やむを得ず横主管に合流させる場合には、通気管などの対策をとり、排水立て管より1.5ｍ離して合流
させてください。（最下階合流システムの場合は、立て管に合流可能です。）
●横主管の立て方向のオフセットには９０°大曲りエルボ（ＬＬ）をご使用ください。
水平方向の曲がり配管には９０°大曲りエルボ（ＬＬ） 、４５°エルボ（４５Ｌ）をご使用ください。
●伸頂通気管の管径は立て管と同径以上としてください。
●ベントキャップは有効断面積が伸頂通気管の内断面積と同等以上あるものをご使用ください。
●防火区画貫通については認定書・評定書の内容をご確認ください。
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＋
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例

注意事項

ご不明の点は弊社営業所までお問い合わせください。

注意

の設計マニュアル の設計マニュアル

■耐火プラADミニシステム適用チェックシート

【1】適用条件の確認

チェック 確 認 項 目

【2】立て管への流入器具の確認　（立て管とサブ横主管の管径選定）

【3】メイン横主管の管径の選定

10階規模以下の集合住宅、ホテル客室　
ただし、便器と雑排水が流入する立て管系統は７階規模以下であること。
※立て管への流入は１フロアーあたり最大で台所、洗面、洗濯、浴槽、便器が各１台以内であること。
※最下階合流の場合は１階分低くなります。

立て管の途中にはオフセットがないこと。

サブ横主管のオフセット高さは４ｍ以下であること。

系統番号
立て管への流入器具

立て管の管径 サブ横主管の管径
台所 洗面 洗濯 浴槽 便器

記入例 ー 5 台 5 台 5 台 ー 100A 125A

系統番号
流入器具

メイン横主管の管径
台所 洗面 洗濯 浴槽 便器

記入例 ー 27 27 27 27 150A

※本チェックシートをコピーの上、ご使用ください。


